











Author(s) 東, 仁美 

















聖学院学術情報発信システム ： SERVE 
SEigakuin Repository and academic archiVE
2［研究ノート］















































ている 3 年生と 6 年生の授業を中心に見学した。
その中のいくつかの授業について報告する。
⑴　 6 年生　英語

































　ESLの授業には 6 年生のうち、 3 名（A, B, E）
が参加していた。前出のBはセインツに転入して











　別の場面で教師からWhat’s your favorite sport?
と聞かれたAに対して、



















教師は “Don’t be scared of being creative.” と自分
なりのまとめをするよう、児童に働きかけていた。
以下は、セインツに 1 年 1 ヶ月在籍している児童
Fが新入児童の支援をしている場面である。
















































　CAL（Center for Applied Linguistics）のHPでは、
アメリカ国内ではツーウェイ・イマージョンの学
校が438校リストされているが、そのほとんどは英
語・スペイン語のプログラムであり、英日のツー
ウェイ・イマージョンは 6 校しかない。
　（http://www.cal.org/jsp/TWI/SchoolListings.jsp）
その 1 つであるセインツのツーウェイ・イマージョ
ン・プログラムは多くの研究者に注目を浴び始め
ているところだが、その実践に関しての実証研究
はこれからの課題である。今回の視察では、母語
によるピア・サポートを中心に観察をしてきたが、
日本語話者の児童が英語を習得する上での、バイ
リンガル児童や英語母語話者の児童とのインター
アクションの有効性についても研究を続けていき
たい。また、今後も、このような法人内の国際学
校での素晴らしい実践について発信する一役を
担っていければ幸いである。
（ひがし・ひとみ　聖学院大学欧米文化学科准教授）
